
冒
割
冒
亀
荷
冒
雷
（
五
○
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
）
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
に
流
布
す
る
仏
教
説
話

①

の
集
成
で
あ
る
。
説
話
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
形
式
（
現
在
物
語
・
過
去
物
語
・

人
物
の
結
合
）
を
厳
格
に
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
疑
経
ジ
ャ
ー
タ
カ

②

（
シ
冒
日
弓
冨
ご
割
騨
富
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
南
方

上
座
仏
教
に
伝
承
さ
れ
た
五
四
七
話
か
ら
な
る
所
謂
「
五
○
○
ジ
ャ
ー
タ

カ
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
ま
た
、
北
方
に
伝
承
さ
れ
発
展
し
て
き
た

「
本
生
経
類
」
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
た

、
昌
曽
負
蜀
愚
曾
は
、
ビ
ル
マ
文
字
、
ク
メ
ー
ル
文
字
、
ダ
ム
・
ラ
ン
ナ
ー

文
字
、
モ
ン
文
字
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
文
字
で
貝
葉
に
刻
ま
れ
、

各
地
の
寺
院
で
保
存
さ
れ
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
タ
イ
王
室
か
ら
贈
ら
れ
た
と
さ
れ
る
南
方
仏
教
貝
葉
写
本
の
一

③

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
大
谷
貝
葉
）
が
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
存
在
す
る
。

そ
の
中
の
一
つ
に
曾
菖
自
国
胃
画
ざ
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
学

④

で
の
曾
創
目
鼻
冒
曾
研
究
の
端
緒
が
開
か
れ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

海
外
ニ
ュ
ー
ス

北
タ
イ
の
仏
教
説
話

ｌ
タ
イ
国
所
伝
曾
割
目
倉
荷
冒
曾
調
査
報
告

並
び
に
関
連
す
る
仏
教
説
話
紹
介
Ｉ

清
水
洋
平
・
村
西
弘
行

こ
れ
ま
で
、
、
昌
司
鼠
討
冒
雷
の
現
地
調
査
は
通
算
三
回
と
な
る
が
、
今

回
の
調
査
日
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

◎
二
○
○
四
年
八
月
三
○
日
～
九
月
五
日
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

各
專
門
家
と
の
討
議
、
現
地
調
査
。

◎
九
月
六
日
～
八
日
チ
ェ
ン
マ
イ
に
お
け
る
各
専
門
家
と
の
討

議
、
現
地
調
査
。

（
調
査
メ
ン
バ
ー
は
、
東
方
研
究
会
研
究
員
田
辺
和
子
、
大
谷
大
学
任

期
制
助
手
清
水
洋
平
、
大
谷
大
学
博
士
後
期
課
程
村
西
弘
行
の
三
名

で
あ
る
。
）

○
八
月
三
一
、
Ｒ
バ
ン
コ
ク
・
弓
呉
○
房
目
冒
口
（
通
称
乏
曾
勺
弓
）
寺

院
一
℃
胃
、
巨
四
冨
弓
宮
島
巨
筥
巴
（
も
胃
四
留
旨
号
四
目
白
目
匡
葛
里
）
長
老

⑥

と
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

１
．
長
老
よ
り
、
重
鼻
而
冒
寺
院
所
蔵
の
タ
イ
王
室
版
、
§
爵
蔦
荷
蔦
亀

貝
葉
写
本
と
大
谷
版
貝
葉
写
本
と
の
相
互
比
較
に
お
け
る
読
解
協
力
の
申

し
出
と
、
将
来
に
お
け
る
校
訂
出
版
の
勧
奨
を
受
け
た
。

２
．
第
一
回
目
調
査
の
折
、
祠
冒
四
巨
煙
冨
弓
宮
号
ご
幽
巨
氏
の
ご
好
意
に

よ
り
、
未
整
理
の
ま
ま
の
膨
大
な
量
の
貝
葉
写
本
を
保
持
し
て
い
る
三
里

宛
四
・
冨
の
旨
富
国
日
寺
院
の
冨
菖
園
昌
国
亀
宮
貝
葉
写
本
も
併
せ
調
査
・
撮

影
を
行
っ
た
。
今
回
、
そ
の
折
に
収
集
し
た
同
寺
院
が
所
蔵
す
る
、
§
‐

§
菖
荷
旨
雷
貝
葉
写
本
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
質
疑
を
受
け
、
資
料
的
価

値
を
検
討
中
の
旨
を
回
答
し
た
。

⑦

○
九
月
一
日
～
三
日
“
弓
冨
陸
蝕
日
ｇ
ｏ
冒
罰
第
一
回
目
調
査
か
ら
引

き
続
き
ご
助
力
頂
い
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
（
国
司
同
ｅ
研
究
員
の

⑧

］
四
β
巨
の
旨
の
副
匡
ｏ
圃
呉
女
史
か
ら
、
我
々
が
今
ま
で
に
行
っ
た
校
訂
作
業
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の
問
題
点
に
示
唆
を
い
た
だ
き
、
更
に
今
後
の
校
訂
作
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
教
示
を
受
け
た
。
そ
の
他
、
固
司
両
○
の
曾
曽
園
急
冒
亀
曾
に
対
す

る
研
究
の
蓄
積
や
両
司
両
○
所
蔵
の
曾
割
創
昌
ミ
圏
貝
葉
写
本
目
録
デ
ー

タ
の
活
用
も
討
議
し
た
。
（
ま
た
、
一
日
は
国
立
図
書
館
、
二
日
は
ト
ン
ブ

⑨

リ
ー
地
区
に
あ
る
乏
鼻
出
○
届
詞
目
目
四
国
日
寺
院
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
れ
た
。

国
立
図
書
館
で
は
田
辺
氏
招
来
の
旨
葛
尉
ミ
ョ
圏
雷
貝
葉
写
本
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
照
合
番
号
の
確
認
作
業
を
、
弓
曾
国
ｏ
侭
”
自
国
目
国
日
寺
院
で

は
第
二
回
調
査
時
国
晨
○
国
鼻
女
史
と
共
同
作
成
し
た
同
寺
院
所
蔵
の
貝

葉
写
本
目
録
を
僧
院
長
に
贈
呈
し
た
）
。

○
九
月
四
日
“
バ
ン
コ
ク
一
貝
葉
写
本
研
究
家
目
も
の
扇
晶
匠
巨
侭
と

面
会
。
過
般
出
版
さ
れ
た
曾
笥
冒
言
冒
雷
訪
骨
営
号
○
鷺
ミ
ミ
員
‐

⑩

国
、
風
轌
旧
さ
曽
曽
の
目
口
吻
胃
の
障
昌
○
口
以
降
の
研
究
の
動
向
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
和
訳
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。

○
九
月
五
日
亜
チ
ェ
ン
マ
イ
ヘ
移
動
。

○
九
月
六
日
》
チ
ェ
ン
マ
ィ
・
両
司
両
○
の
巨
四
凋
巨
巴
９
口
言
，
所
長

ロ
『
．
Ｆ
ｏ
日
切
の
、
冨
昌
の
並
び
に
北
部
タ
イ
地
域
の
写
本
研
究
家
口
局

シ
ロ
鼻
○
房
‐
困
○
鴨
吋
閥
旨
囚
に
面
会
。
北
タ
イ
地
域
に
伝
承
さ
れ
る

曾
創
身
鳥
冒
雪
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
も
含
め
、
意
見
を
伺
っ
た
（
詳

細
後
述
）
。
午
後
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
タ
イ
学
部
タ
イ
文
学
専
攻
の

ロ
：
日
嗣
○
○
邑
四
呂
品
且
ｅ
こ
教
授
に
面
会
の
機
会
を
得
て
、
タ
イ
文
学

の
観
点
か
ら
見
た
盲
獣
劉
ミ
ミ
自
首
に
関
す
る
地
域
性
に
つ
い
て
意
見
を

伺
う
こ
と
が
出
来
た
。

⑪

○
九
月
七
日
》
ｇ
冨
艮
の
氏
の
ご
案
内
に
よ
り
、
終
日
ラ
ン
プ
ー
ン
地

⑫

域
の
寺
院
調
査
に
従
事
し
た
。

勺
①
言
①
扁
氏
は
、
著
書
の
略
歴
欄
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ラ
オ
ス
の

吟
遊
詩
人
た
ち
の
中
で
育
ち
、
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
極
東
学
博
士

号
ｅ
ｏ
ｇ
の
旨
２
国
且
①
め
両
〆
恩
日
①
‐
９
吋
貝
巴
の
め
）
お
よ
び
人
文
科
学
国

家
博
士
号
ｅ
ｏ
ｇ
の
目
白
両
国
冠
の
旧
の
胃
の
、
２
ｍ
ｇ
の
ロ
。
①
“
出
口
冒
巴
ロ
ロ
①
印
）

を
受
け
た
後
、
タ
イ
言
語
お
よ
び
文
化
を
研
究
分
野
と
し
、
現
在
は
フ
ラ

ン
ス
極
東
学
院
チ
ェ
ン
マ
イ
支
部
の
研
究
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
北
タ
イ
地

域
に
居
住
す
る
タ
イ
族
命
冨
ロ
ゞ
胃
の
ロ
〕
国
巨
自
》
旧
巨
①
な
ど
）
の
古
典
文

学
を
（
保
存
と
い
う
観
点
も
含
め
て
）
研
究
し
て
い
る
。
同
地
域
は
一
四

世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
独
自
の
物
語
文
学
が
花
開
い
た
歴
史
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
、
そ
れ
ら
民
族
文
学
を
現
地
語
・
中
央
タ
イ
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
を
併
記
し
た
編
纂
を
行
い
、
公
刊
し
て
広
く
世
界
に

開
示
さ
れ
る
こ
と
に
努
め
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
同
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
編
著
書
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

［
被
寄
贈
図
書
］

＄
電
》
尋
、
汽
言
、
§
届
§
員
ミ
、
回
目
５
口
“
ロ
臣
侭
【
四
日
。
一
）
、
幽
侭
‐

丙
○
戸
。 以

上
の
日
程
に
従
い
、
各
専
門
家
か
ら
曾
菖
目
ミ
ミ
愚
曾
研
究
に
関
し

て
種
々
の
意
見
を
聴
取
し
得
た
こ
と
、
併
せ
て
現
地
に
出
向
け
た
こ
と
か

ら
、
関
連
あ
る
国
内
で
は
得
難
い
研
究
文
献
や
原
典
写
真
資
料
な
ど
を
手

に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
特
に
、
前
述
の
醒
口
画
旦
の
‐
幻
品
①
Ｈ
思
旨
①
Ｈ
氏

と
面
識
を
得
た
こ
と
は
貴
重
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
本
報
告
で
は
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
し
た
い
。
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○
国
謎
汽
き
き
苫
屋
ミ
ミ
ミ
、
（
己
望
）
は
、
同
氏
が
一
九
八
二
年
か
ら
一
九

八
五
年
に
か
け
て
ビ
ル
マ
・
シ
ャ
ン
州
尻
冒
の
巨
口
８
宮
口
葛
の
僧
院
を
中

心
に
収
集
し
た
貝
葉
な
い
し
は
折
れ
本
写
本
、
数
に
し
て
お
よ
そ
一
三
○

部
、
二
七
一
文
献
の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
四
つ
の
言

語
で
短
い
内
容
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
暫
定
的
な
分
類
と
し
て
、
文
献

に
は
民
話
ジ
ャ
ー
タ
カ
含
○
房
司
国
富
）
、
仏
教
教
義
田
二
注
言
里
〔
一
○
○
‐

胃
旨
の
）
、
仏
伝
（
罠
の
○
筐
］
の
切
巨
臣
冨
）
な
ど
の
粗
い
種
別
が
施
さ
れ
て
い

る
。

序
文
で
同
氏
は
、
尻
目
の
巨
の
文
学
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
閨
巨
ｇ
Ｐ
目
三
四
）
の
文
学
と
は
同
根
で
あ

り
、
加
え
て
、
国
匡
目
文
学
の
伝
承
が
ビ
ル
マ
や
ア
ュ
タ
ヤ
と
の
戦
い
の

中
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
一
方
で
、
観
言
の
口
の
そ
れ
は
、
い
さ
さ
か

そ
の
難
を
逃
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
比
較
的
に
保
存
状
態
が
良
く
、
く
目
昌

で
は
そ
の
文
献
の
由
来
が
不
明
の
も
の
も
、
更
に
調
査
が
進
め
ば
同
定
し

う
る
も
の
も
あ
り
得
る
と
、
そ
の
期
待
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

』
や
④
』
誹
弔
さ
琴
Ｓ
葛
巨
言
ミ
画
ミ
ミ
珂
の
匡
邑
尋
○
篇
祠
ｍ
ｏ
ｏ
丙
○
①
日
口
の
旧
旨
巳
蔚
具

○
言
四
口
、
》
畠
巴
．

胃
④
④
堕
辛
函
忌
一
ｓ
ご
回
琶
巷
ロ
（
も
ｐ
す
」
融
酔
皀
雪
○
○
○
ｍ
巴
○
口
」
の
一
》
○
｛
時
四
冒
堅
①
ｇ
」

○
巳
匿
穴
昌
ご
ロ
画
皀
昌
〔
旨
閉
融
吊
竺
匡
ご
く
胃
目
彦
煙
【
国
旦
四
ｍ
］
ト

ロ
○
ぐ
の
日
匡
の
旨
④
④
望
司
胃
異
口
呂
計
５
国
函
Ｃ
Ｃ
Ｐ
戸
畠
目
、
夛
自
＆
【
拓

勺
匡
匡
尉
彦
①
Ｈ
》
○
巨
凹
ロ
”
》
烏
閏
．

己
Ｂ
“
目
詳
弓
迂
討
乏
狩
琴
嘗
『
‐
Ｐ
Ｐ
Ｏ
弓
巴
①
）
巨
旨
四
目
匡
四
侭
三
豐
ご
胃
臼

も
Ｈ
冒
威
口
頭
○
ヶ
賦
国
ね
戸
畠
巴
．

○
殆
さ
言
ミ
亀
量
員
邑
蒼
ミ
具
后
巴
）
は
、
母
尽
目
に
広
く
膳
炎
し
て
い
る
世
界

創
造
神
話
で
あ
る
。
た
だ
、
民
族
に
深
く
根
ざ
し
た
口
承
神
話
と
、
お
よ

そ
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
入
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
書
写
経
典

を
読
む
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
仏
教
教
理
、
そ
の
両
者
が
人
々
の
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
新
た
に
融
合
し
た
結
果
、
実
に
不
思
議
な
物
語
に
変

身
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
の
教
義
に
は
原
則

と
し
て
、
宇
宙
生
成
論
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
民
族
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
象
徴
と
も
い
え
る
民
族
固
有
の
神
話
に
、
異
文
化
で
あ

る
仏
教
の
教
え
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
ゆ
く
か
を
知
る
上
で
、
編
著

者
が
原
文
の
ラ
ン
ナ
ー
語
を
ま
ず
中
央
タ
イ
文
字
に
忠
実
に
変
換
し
、
タ

イ
国
の
人
々
が
近
縁
語
と
し
て
読
み
う
る
形
に
し
た
う
え
、
加
え
て
外
国

人
の
た
め
に
、
仏
訳
・
英
訳
を
添
え
た
本
書
は
貴
重
で
あ
る
。
物
語
全
体

は
三
章
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
章
は
、
シ
副
騨
“
〆
○
且
昌
冒
に
仏
陀
が

こ
の
帛
さ
言
曽
負
言
員
画
曽
ミ
『
［
始
源
の
物
語
］
の
教
説
を
語
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
ざ
侭
胃
言
侭
Ｑ
亀
曽
尊
信
普
忽
と
、
震
爵
、
§
曽
爵
薑
黒
員
と

呼
ば
れ
る
女
性
と
男
性
の
存
在
田
の
旨
巴
が
世
界
を
創
っ
た
こ
と
を
述

べ
、
大
地
や
生
き
物
や
人
間
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
か
を
説
き
、
ま

た
黄
道
の
十
二
星
宿
や
十
二
支
が
ど
の
よ
う
に
出
来
た
か
を
語
っ
て
民
族

固
有
の
神
話
物
語
が
色
濃
く
残
る
部
分
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
生
ま
れ
た

同
氏
が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
こ
の
一
大
収
集
は
今
後
の
北
タ
イ
文
学
の
研

究
に
と
っ
て
無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
原
本
は
現
地
文
字
に

よ
る
く
の
目
：
巳
閏
で
あ
る
た
め
、
そ
の
各
々
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
容
易
で

は
な
い
。
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○
魯
旨
ご
§
ミ
（
己
麗
）
は
、
ビ
ル
マ
・
シ
ャ
ン
州
○
宮
の
掲
目
巨
侭
に
あ
る

言
巴
国
口
○
吊
国
屋
冒
の
僧
院
長
の
副
目
巴
四
長
老
か
ら
、
思
旨
の
〕
、
氏
が

一
九
九
二
年
に
譲
り
受
け
た
写
本
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
同
氏

の
編
集
の
定
番
と
な
っ
た
、
原
本
の
現
地
語
版
、
中
央
タ
イ
文
字
版
、
仏

語
抄
訳
、
英
語
抄
訳
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北
タ
イ
の
諸
民
族
間
に
共

通
に
伝
承
す
る
典
型
的
な
タ
イ
族
の
［
疑
経
］
ジ
ャ
ー
タ
カ
で
あ
る
。
長

短
さ
ま
ざ
ま
の
版
が
あ
り
、
弓
百
斤
か
ら
巨
甸
冒
宍
ま
で
の
も
の
が
あ
る
。

本
編
は
『
而
言
丙
（
書
写
５
９
年
）
の
も
の
を
編
集
し
て
い
る
。
特
に
、

の
乱
目
巴
四
長
老
は
、
【
宮
①
ロ
の
あ
ま
た
あ
る
民
話
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
中
で
、

腎
旨
昌
菖
国
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
出
版
を
強

く
希
望
さ
れ
、
原
本
提
供
の
親
切
を
施
し
て
い
た
だ
い
た
と
祠
の
Ｅ
の
『
氏

は
付
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
本
と
し
て
、
の
宮
”
品
巨
巴
の
三
里
弓
冨

犀
己
開
の
僧
院
長
ン
ロ
自
烏
シ
目
国
号
四
日
目
○
長
老
が
○
亘
の
長
弓
匡
品

人
間
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
し
て
少
し
ず
つ
物
事
を
知
り
分
け
て
行
っ
た

か
を
述
べ
、
無
数
の
阿
僧
祇
劫
を
経
巡
っ
て
後
、
よ
う
や
く
善
悪
・
苦
楽

の
別
、
世
の
無
常
等
な
ど
を
学
ぶ
姿
が
描
か
れ
、
仏
教
色
が
加
わ
っ
て
く

る
。
第
三
章
は
、
あ
る
男
の
何
阿
僧
祇
に
も
渡
る
輪
廻
転
生
を
描
き
、
彼

が
徐
々
に
世
俗
か
ら
の
出
離
へ
と
進
む
過
程
が
仏
教
の
教
理
を
織
り
交
ぜ

て
説
か
れ
、
つ
い
に
悟
り
を
開
く
に
到
る
ま
で
が
語
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く

僧
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
原
作
者
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
民
族
が
伝

え
る
世
界
創
造
の
神
話
と
「
苦
の
減
」
と
い
う
仏
教
教
理
の
二
つ
の
考
え

を
見
事
に
融
合
し
、
万
物
の
起
源
に
関
す
る
全
く
新
し
い
物
語
を
著
わ
す

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

か
ら
将
来
し
た
貝
葉
写
本
（
書
写
ご
ｇ
年
）
や
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
の
社

会
研
究
所
Ｇ
Ｏ
Ｏ
巨
幻
①
い
①
閏
。
匡
口
の
胃
巨
の
）
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

収
集
に
は
、
禺
巨
目
文
字
に
よ
る
弓
働
昌
且
国
（
ｇ
賦
晶
幻
巴
）
の
写
本
（
書

写
扇
ら
年
）
と
言
禺
巨
四
の
尻
昌
（
巨
四
の
思
侭
）
の
写
本
（
書
写
扇
総

年
）
が
あ
り
、
耐
匡
の
文
字
に
よ
る
騨
言
ご
§
冒
昌
寒
圏
と
題
さ
れ
る
Ｆ
目
品

刃
四
冨
晶
由
来
の
写
本
も
同
氏
の
手
許
に
保
持
さ
れ
て
お
り
、
後
々
の
研

究
者
に
公
開
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ー
タ
カ
の
内
容
は
、
英
語
抄
訳
に
し
た
が
え
ば
、
王
子
と
し
て
生

ま
れ
た
留
両
ぐ
“
自
画
は
布
施
を
常
に
心
が
け
る
人
物
で
あ
る
。
一
方
、

国
目
画
く
四
貝
の
森
に
住
む
牛
の
王
ご
切
菩
富
国
茜
の
食
べ
落
と
し
た
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
実
を
、
偶
然
に
口
に
入
れ
た
篤
信
の
女
ｚ
ｍ
掲
尿
房
巳
画
く
島

は
懐
妊
し
て
、
父
の
な
い
娘
己
日
日
且
目
角
を
産
む
。
父
親
の
居
る
娘
た

ち
か
ら
散
々
蔑
ま
れ
た
ロ
ョ
ョ
“
烏
雪
国
は
森
へ
父
を
探
し
に
出
か
け
る
。

つ
い
に
牛
王
の
父
に
会
い
、
森
の
宮
殿
に
一
緒
に
住
む
こ
と
と
な
る
。
と

き
に
、
王
子
が
森
に
狩
に
出
か
け
て
彼
女
に
遭
遇
し
、
そ
の
ま
ま
相
思
相

愛
の
夫
婦
と
な
っ
て
牛
王
の
宮
殿
で
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
。
時
が
経
て
、

王
子
は
自
分
が
布
施
を
出
来
な
い
こ
と
を
悔
や
み
、
牛
王
の
許
し
を
得
て
、

娘
を
連
れ
て
都
に
帰
る
。
都
の
人
々
は
大
歓
迎
し
、
王
は
王
子
に
王
位
を

讓
る
。
新
王
は
都
に
布
施
所
を
作
り
、
布
施
に
精
を
出
す
。
の
丘
四
く
９
局

は
、
世
の
中
に
永
続
す
る
も
の
は
無
く
、
人
は
遅
か
れ
早
か
れ
死
に
赴
く

こ
と
に
思
い
が
っ
の
り
、
自
ら
の
肉
体
を
布
施
し
て
で
も
悟
り
に
至
り
た

い
と
望
む
。
帝
釈
は
年
老
い
た
婆
羅
門
に
変
身
し
、
彼
に
肉
を
乞
い
、
ま

た
と
き
に
夜
叉
に
変
じ
て
彼
に
眼
を
求
め
る
。
布
施
を
な
す
都
度
、

砕
両
く
目
目
に
智
慧
が
生
じ
、
帝
釈
は
早
晩
彼
の
望
み
は
叶
う
で
あ
ろ
う
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と
述
べ
る
。
彼
は
世
の
無
常
を
知
り
、
息
子
の
留
彊
且
冨
に
王
位
を
讓

り
、
森
に
入
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
妻
の
ロ
目
白
且
自
国
も
付
い
て
行
く

こ
と
を
願
い
、
二
人
は
間
目
四
ぐ
四
目
の
森
に
入
り
出
離
波
羅
蜜

（
ロ
の
廃
冨
日
日
、
目
国
日
Ｕ
に
精
進
し
よ
う
と
す
る
。
帝
釈
は
、
く
厨
呂
‐

厨
日
日
里
呂
ぐ
目
の
閂
。
匡
扇
ｇ
）
に
出
家
所
を
作
る
よ
う
に
命
ず
る
。
二
人

は
、
瞑
想
と
観
想
含
冨
く
煙
目
．
百
日
目
昌
訂
口
四
）
に
専
念
し
、
曽
両
ぐ
自
尽

は
禅
定
を
経
て
、
証
智
（
号
言
副
巴
に
達
し
た
。
ご
日
日
且
９
国
も
禅
定

を
得
た
。
二
人
は
出
離
波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
寿
命
を
終
え
て
後
、
共
に
兜

率
天
に
再
生
し
た
。
世
尊
は
言
わ
れ
る
「
私
の
教
え
を
心
に
止
め
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
浬
梁
に
到
る
で
あ
ろ
う
。
清
ら
か
な
心
を
持
つ
者
は
輪
廻
か

ら
永
遠
に
と
き
離
れ
る
で
あ
ろ
う
。
の
且
閨
目
ｇ
の
教
説
を
初
め
か
ら
終

わ
り
ま
で
聞
く
者
、
人
々
に
声
を
上
げ
て
読
み
解
く
者
、
写
し
て
寺
院
に

奉
納
す
る
者
、
あ
る
い
は
花
で
経
本
を
讃
嘆
す
る
者
は
、
財
に
恵
ま
れ
、

三
福
（
富
裕
、
昇
天
、
浬
藥
）
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
曾
両
ぐ
眉
目
の
教
説
は
、

か
つ
て
仏
陀
を
と
り
囲
む
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
と
一
万
の
比
丘
に
与
え
ら
れ
て
、

彼
ら
の
す
べ
て
が
、
阿
羅
漢
の
位
に
達
し
た
」
と
。

あ
ら
す
じ
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
物
語
の
下
敷
き
と
し
て
、
聖
典
ジ

ャ
ー
タ
ヵ
の
く
の
の
の
自
国
国
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
共
に
、
東
南
ア
ジ
ア

に
広
く
伝
播
す
る
曾
号
目
印
と
冒
ｇ
ｏ
冨
団
の
物
語
と
似
た
話
の
展
開

に
も
気
付
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
二
人
が
森
に
出
家
す
る
箇
所
よ
り

以
降
は
、
仏
教
の
修
行
に
関
し
て
、
か
な
り
高
次
の
内
容
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
単
な
る
骨
子
の
み
で
は
、
到
底
そ
の
評

判
の
実
態
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
窺
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
思
盲
①
民
氏
は
、

【
旨
①
固
の
一
般
民
話
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
比
較
し
て
、
曽
冒
昌
曽
園
は
仏
教
教

○
日
苛
雪
ぶ
篇
乏
碕
寄
嘗
》
‐
（
５
９
）
は
、
Ｆ
煙
○
の
古
典
文
学
の
一
つ
で
あ
る
㈲

一
般
の
作
品
が
、
四
、
○
○
○
か
ら
一
○
、
○
○
○
個
の
韻
文
で
構
成
さ

れ
る
の
に
比
較
し
て
、
本
作
品
は
短
く
八
七
四
偶
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

数
に
お
い
て
一
二
九
偶
の
四
行
連
句
Ｇ
２
）
お
よ
び
二
○
三
偶
の
二
行

連
句
（
両
目
侭
）
が
見
ら
れ
る
が
、
一
部
は
不
完
全
な
も
の
が
あ
る
。
ま

た
一
五
○
の
偶
が
ペ
ン
の
滑
り
か
、
意
図
し
た
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、

写
経
生
の
単
な
る
ミ
ス
と
は
思
え
な
い
姿
で
失
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
理
解
に
不
便
を
生
じ
て
は
い
な
い
と
も
①
言
の
局
氏
は
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
本
作
品
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
詩
作
が
新
し
く
一
九

世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
も
詩
作
者
は
現
東
北
タ
イ
の
不

幸
な
時
代
（
’
九
世
紀
後
半
シ
ャ
ム
と
の
抗
争
）
を
反
映
し
て
、
生
育
地

で
僧
侶
と
し
て
の
学
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
や
む
な
く
切
目
鴨
島

理
の
詳
し
さ
に
お
い
て
、
は
る
か
に
豊
か
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

添
え
ら
れ
た
英
語
が
抄
訳
で
あ
る
た
め
、
完
全
に
原
文
の
実
際
に
触
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
、
現
地
語
の
理
解
が
な
い
こ
と
も
含
ん
で
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
付
記
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
物
語
の
評
判
の
高
さ

は
、
○
言
の
品
目
匡
侭
の
寺
院
壁
面
に
く
の
閉
自
国
国
の
隣
に
続
い
て
壁
画

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
人
々
は
、

物
語
の
場
面
を
刺
繍
し
て
数
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
幡
を
寺
院
に
奉
納
す
る

こ
と
を
積
徳
の
行
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
人
々
に
と
っ
て

く
の
め
い
ｇ
自
画
の
前
生
で
あ
る
の
且
陣
白
眉
は
、
く
の
の
困
口
国
国
に
次
い
で
二

番
目
に
仏
陀
ゴ
ー
タ
マ
に
近
い
菩
薩
で
あ
る
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
と
、
も
の
旨
臼
氏
は
語
っ
て
い
る
。
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に
移
住
し
、
つ
い
に
故
郷
に
帰
る
こ
と
な
く
、
か
っ
て
村
の
夕
べ
の
集
い

に
語
ら
れ
た
詩
作
品
を
偲
び
つ
つ
、
あ
た
か
も
自
ら
が
語
り
部
で
あ
っ
た

か
の
ご
と
く
に
、
こ
の
望
、
弓
冨
、
乏
碕
寄
嘗
、
を
追
憶
の
中
で
作
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
屈
巨
禺
氏
は
解
説
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
他
の
門
口
○
古
典
文
学
に
は
決
し
て
見
ら
れ
な
い
、
詩
作
者
自
身
の
思

い
や
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
風
景
の
元
で
語
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
が
、
物
語

を
中
断
し
て
、
し
ば
し
ば
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

物
語
の
あ
ら
す
じ
は
、
王
に
二
人
の
妃
が
あ
り
、
一
人
に
子
が
授
か
る

が
、
も
う
一
人
の
妃
の
陰
謀
で
、
生
ま
れ
出
て
き
た
の
は
烏
（
司
旨
蔚

口
両
言
茜
刷
白
い
ヨ
タ
カ
）
で
あ
っ
た
。
異
形
の
も
の
（
実
は
菩
薩
で
あ
る

が
）
は
、
母
と
共
に
国
を
追
わ
れ
、
あ
る
国
の
宮
廷
園
の
老
守
衛
夫
婦
に

救
わ
れ
て
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
あ
る
日
、
そ
の
国
の
王
女
が
庭
園

に
遊
び
、
急
巨
の
己
答
言
Ｈ
を
見
つ
け
、
可
愛
さ
の
あ
ま
り
宮
殿
の
自
室
に

連
れ
て
帰
る
。
急
宮
司
ロ
侭
９
日
は
、
夜
に
王
子
の
姿
に
な
っ
て
王
女
と

愛
を
語
る
。
そ
の
う
ち
に
王
女
は
懐
妊
し
、
王
宮
は
大
騒
ぎ
と
な
る
。
父

探
し
が
始
ま
り
、
君
巨
の
ご
侭
耳
閏
は
国
王
の
前
に
姿
を
現
す
が
、
王
の
ま

す
ま
す
の
怒
り
の
中
、
二
人
は
追
放
さ
れ
る
。
と
き
に
、
隣
国
か
ら
王
国

は
攻
め
ら
れ
て
国
が
滅
び
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
尋
言
５
口
侭
ｇ
冑
は
普

通
の
姿
に
戻
っ
て
、
一
矢
を
空
に
放
っ
て
敵
を
抑
え
て
し
ま
う
。
王
は
こ

の
勇
敢
な
戦
士
が
ほ
か
な
ら
ぬ
葛
巨
蔚
口
侭
目
閏
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

満
足
し
て
王
位
を
讓
る
と
言
う
展
開
で
あ
る
。
こ
の
概
略
で
は
伝
え
る
術

が
な
い
が
、
葛
冨
①
口
侭
匡
冒
が
天
界
か
ら
妃
の
胎
宮
に
宿
る
ま
で
の
筋
道
、

あ
る
い
は
陰
謀
、
追
放
、
あ
る
い
は
寝
室
で
の
愛
の
語
り
は
、
多
分
に
聞

く
人
々
を
幻
想
の
世
界
へ
誘
い
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
話
中
へ
の
仏

教
教
理
の
折
り
込
み
に
も
、
当
時
の
仏
教
受
容
の
姿
を
豊
富
に
見
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
Ｆ
ｍ
Ｏ
の
特
異
な
作
品
で
あ
る
。

以
上
、
勺
①
言
の
周
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
書
物
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を

述
べ
た
。
こ
こ
で
知
り
得
る
こ
と
は
、
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け

て
ラ
ン
ナ
ー
王
国
を
中
心
に
、
（
同
氏
が
名
付
け
た
）
い
わ
ゆ
る
民
話
ジ

ャ
ー
タ
カ
雷
○
房
両
国
富
）
の
類
が
無
数
に
作
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同

氏
は
そ
の
数
は
数
百
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
私
た
ち
が

研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
曾
菖
目
邑
曹
園
曾
は
こ
れ
ら
の
豊
富
な
土
壌
の

上
に
咲
い
た
珠
玉
の
物
語
集
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、

の
且
画
く
自
尽
の
例
に
見
る
よ
う
に
そ
れ
の
み
で
十
分
に
独
り
立
ち
す
る
物

語
が
、
パ
ー
リ
語
で
は
流
通
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
言
葉

で
そ
の
地
の
人
々
に
は
よ
く
知
ら
れ
る
一
方
、
域
外
の
人
は
知
る
こ
と
も

な
く
、
地
方
の
寺
院
の
中
で
独
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、

も
の
言
臼
氏
が
収
集
さ
れ
た
尻
言
の
弓
の
折
本
写
本
群
は
、
民
話
ジ
ャ
ー
タ

カ
と
で
も
称
す
べ
き
現
地
語
で
綴
ら
れ
た
物
語
が
、
各
地
に
豊
富
に
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
、
お
よ
そ
一
川

世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
三
○
○
年
間
、
北
タ
イ
で
は
、
あ
た
か
も
紀
元
前

に
イ
ン
ド
で
古
典
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
花
が
咲
い
た
よ
う
に
、
先
学
の
タ
イ
僧

侶
た
ち
は
、
人
々
へ
の
教
化
に
使
命
感
と
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
も
っ
て
、
民

族
に
と
っ
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
し
た
創
作
ジ

ャ
ー
タ
カ
を
盛
ん
に
作
り
出
し
、
村
の
夕
べ
の
集
い
や
祭
祀
の
場
で
頻
り

に
語
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
長
い
仏
教
史
の
中
で
第
二
回

目
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
・
ブ
ー
ム
と
も
呼
べ
る
観
を
呈
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
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ろ
う
か
。
民
衆
の
教
化
と
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
教
を
支
え
た
在
家
に
よ
る
飽

く
な
き
布
施
の
伝
統
は
、
こ
の
時
期
に
北
タ
イ
で
起
っ
た
ジ
ャ
ー
タ
カ
爆

発
が
そ
の
底
流
を
形
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。

註①
、
§
曽
吻
ミ
目
鼻
亀
の
起
源
お
よ
び
年
代
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
ロ
ン
王
子

弓
目
。
①
冒
冒
８
掲
詞
且
目
戸
９
号
）
が
タ
イ
訳
初
版
本
（
ら
誤
～
）
の
序
文

で
述
べ
て
い
る
ｌ
こ
れ
ら
の
物
語
は
ラ
ン
ナ
ー
タ
イ
古
代
王
国
の
首
都
で
あ
っ

た
北
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
住
ん
で
い
た
僧
た
ち
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
整
え

ら
れ
、
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
編
蟇
の
時
期
は
一
五
世
紀
か
ら
一
七

世
紀
半
ば
で
あ
る
ｌ
と
す
る
も
の
が
大
方
の
学
者
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

②
管
。
Ｑ
菅
言
』
閉
ミ
吾
即
§
、
畠
ざ
副
習
・
‐
爵
具
国
晶
負
目
ロ
“
胃
＆
耳
目
．
回

国
○
日
ｑ
四
口
巨
石
・
い
］
巴
凰
ゞ
目
医
の
祠
巴
昌
目
①
×
骨
の
○
日
の
ご
〕
Ｆ
Ｏ
ｐ
且
○
口
》
］
①
酌
興
昌
の
、
。

弓
切
．
冒
目
が
、
国
言
蒼
県
酎
電
５
ｓ
と
称
さ
れ
る
ビ
ル
マ
版
を
耐
目
印
か
ら

校
訂
出
版
（
ら
閏
）
し
た
勺
農
本
の
英
訳
版
］

③
大
谷
大
学
側
諜
伽
編
『
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
貝
葉
写
本
目
録
』
大
谷
大
学

図
書
館
、
一
九
九
五
。

④
総
合
的
な
研
究
成
果
と
し
て
次
の
報
告
書
が
あ
る
。
①
平
成
一
○
年
度
～
平

成
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
（
２
）
）
研
究
成
果
報
告

書
『
大
谷
大
学
所
蔵
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
に
お
け
る
旨
菖
冒
ミ
ョ
圏
曾
の
文
献

的
研
究
』
大
谷
大
学
文
学
部
、
二
○
○
一
。
②
平
成
一
三
年
度
～
平
成
一
五

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
２
）
）
研
究
成
果
報
告
書
「
大

谷
大
学
所
蔵
貝
葉
写
本
曾
曽
胃
急
鷺
雷
と
他
伝
承
の
同
名
本
と
の
比
較
研
究
』

東
方
研
究
会
、
二
○
○
四
。

⑤
第
一
回
調
査
は
、
二
○
○
三
年
三
月
二
日
～
一
○
日
（
詳
し
く
は
、
田
辺
和

子
・
清
水
洋
平
「
パ
ン
ニ
ャ
ー
サ
ジ
ャ
ー
タ
カ
貝
葉
写
本
タ
イ
王
室
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
報
告
」
「
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
〃
、
二
○
○
三
参
照
）
、
第
二
回
調
査

は
、
二
○
○
川
年
一
月
一
四
日
～
二
月
二
四
日
（
詳
し
く
は
、
吉
元
信
行
・
舟

橋
智
哉
・
清
水
洋
平
「
タ
イ
貝
葉
写
本
調
査
報
告
」
『
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究

所
研
究
所
報
」
“
、
二
○
○
四
、
清
水
洋
平
「
弓
豐
国
○
届
毎
冒
自
国
日
寺

院
所
蔵
貝
葉
写
本
調
査
報
告
ｌ
副
割
胃
言
蔦
画
貝
葉
写
本
集
成
を
中
心
に
ｌ
」

「
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
』
鴫
、
二
○
○
五
。
参
照
）
に
実
施
し
た
。

⑥
こ
の
席
に
、
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
白
司
両
ｇ
研
究
員
の
旨
。
壱
の
］
旨
の

国
三
○
函
翼
女
史
も
同
席
さ
れ
た
。

⑦
タ
イ
と
近
隣
諸
国
の
文
化
・
芸
術
科
学
技
術
を
紹
介
し
て
い
る
機
関
で
、
出

版
会
社
や
図
書
館
も
併
設
し
て
い
る
。

⑧
タ
イ
で
は
、
貝
葉
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
王
室
版
と
呼
ば
れ
る
も

の
や
寺
院
所
蔵
の
も
の
で
学
界
に
通
用
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
作
成
は
な
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
三
蔵
が
作
成
さ
れ
た
時
は
常
に
、
詳
細
な
カ
タ
ロ
グ
を

用
意
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
種
々
の
王
室
版
や
寺
院
所

蔵
の
も
の
が
ど
ん
な
多
く
の
写
本
を
、
ど
の
よ
う
に
保
持
し
て
い
た
か
が
知
ら

れ
て
い
な
い
弓
①
耐
門
の
匿
旨
ロ
伽
飼
忌
周
ミ
ミ
震
隷
早
回
萬
蒼
鳶
鼠
営
Ｑ
ミ
『
旦

堕
ミ
再
・
ｍ
ｍ
ｐ
鴇
呉
》
９
ｓ
も
」
乱
こ
。
そ
の
た
め
に
、
旨
β
巨
①
旨
①
副
巨
○
い
鼻

女
史
が
、
弓
罠
冠
冒
寺
院
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
所
蔵
の
貝
葉
写
本
の
カ
タ
ロ

グ
作
成
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
川
辺
［
９
ｓ
も
．
］
ち
］
参
照
）
。

⑨
チ
ャ
オ
プ
ラ
ャ
ー
川
の
西
岸
に
広
が
る
地
域
で
、
現
在
の
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝

が
バ
ン
コ
ク
に
遷
都
す
る
以
前
の
一
七
六
七
年
か
ら
一
七
八
二
年
に
か
け
て
、

タ
ー
ク
シ
ン
王
に
よ
り
都
が
置
か
れ
て
い
た
。

⑩
巴
〕
旨
四
○
国
○
ｍ
巨
日
○
８
．
両
目
○
『
旨
ｇ
艮
〕
旨
一
割
目
§
蔦
昌
罪
管
営
号

○
意
ミ
冒
鳶
量
遣
い
群
ミ
こ
’
早
き
島
ミ
§
Ｑ
〕
ず
。
言
ミ
ミ
ミ
頃
ミ
営
喝
営

汽
寄
置
ご
§
‐
陣
専
管
Ｔ
ｌ
）
勺
凹
」
巨
四
ロ
ロ
ｍ
ｏ
Ｈ
冒
厨
罰
の
の
①
冑
号
而
５
希
鼻
望
〕
旨
国
巨
旦
竺
巨
黒

○
○
日
頁
の
写
①
口
凰
ぐ
①
詞
①
の
①
禺
○
底
冒
切
昌
具
①
○
冨
巳
口
己
ぐ
①
厨
詳
誤
轡
つ
○
吟

⑪
二
世
紀
頃
に
ロ
ッ
ブ
リ
ー
周
辺
か
ら
や
っ
て
き
た
モ
ン
族
が
興
し
た
ハ
リ

プ
ン
チ
ャ
イ
王
国
の
都
が
あ
っ
た
町
で
、
一
三
世
紀
後
半
に
ラ
ン
ナ
ー
・
タ
イ

王
国
に
吸
収
さ
れ
る
ま
で
、
北
部
モ
ン
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。

⑫
弓
異
勺
ご
画
昏
臼
爵
号
盲
目
目
巴
（
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
タ
ー
ト
・
ハ
リ
プ
ン
チ
ャ

イ
）
、
弓
鼻
の
富
日
日
胃
塁
畠
〈
三
騨
尻
匡
斥
目
〉
（
ワ
ッ
ー
ｒ
・
チ
ャ
ー
ム
・
テ
ィ
ウ

ィ
ー
〈
ワ
ッ
ト
・
ク
ク
ッ
ト
〉
）
な
ど
他
二
ヶ
寺
。
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